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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年9月13日(2010.9.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】ビデオデータをデインターレースする方法であって、 少なくとも３つの異
なるデインターレースされた信号を得るために少なくとも３つの異なるデインターレース
アルゴリズムを前記ビデオデータに適用するステップと、 出力信号を得るために前記少
なくとも３つのデインターレースされた信号を順序統計に基づきフィルタリングするステ
ップと、を含み、前記デインターレースアルゴリズムのうちの多くが空間－時間的に隣接
する単一の画素を補間される位置にコピーしない方法。
【請求項２】前記順序統計に基づきフィルタリングするステップは、メジアンフィルタを
使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】前記デインターレースアルゴリズムのうち少なくとも１つは、垂直－時間メ
ジアンフィルタを使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】前記デインターレースアルゴリズムのうちの１つは、直前の入力ビデオフィ
ールドからの画素又は次の入力ビデオフィールドからの画素を挿入するフィールド挿入で
ある、請求項１に記載の方法。
【請求項５】前記フィールド挿入は動き補償される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】前記デインターレースアルゴリズムのうち少なくとも１つは、線形の垂直－
時間フィルタを使用する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】前記デインターレースされた信号のうち少なくとも１つは動き補償される、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】ビデオデータをデインターレースする装置であって、 少なくとも３つのデ
インターレースされた信号を得るために少なくとも３つの異なるデインターレースアルゴ
リズムを前記ビデオデータに適用する手段と、 出力信号を得るために前記少なくとも３
つのデインターレースされた信号を順序統計に基づきフィルタリングする手段と、を有し
、前記デインターレースアルゴリズムのうちの多くは空間－時間的に隣接する単一の画素
を補間される位置にコピーしない装置。
【請求項９】補間されたデータを得るためにビデオデータをデインターレースする請求項
８に記載の装置と、 表示信号を得るために前記補間されたデータを前記ビデオデータに
挿入する挿入回路と、 前記表示信号を表示する表示装置と、を有する表示機器。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
　【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明の第１の側面によるビデオデータをデインターレースする方法において、少なく
とも３つのデインターレースされた信号を得るために、少なくとも３つの異なるデインタ
ーレースアルゴリズムがビデオデータに適用され、デインターレースアルゴリズムのうち
の多くが空間－時間的に隣接する単一の画素を補間される位置にコピーせず、少なくとも
３つのデインターレースされた信号が、出力信号を得るために順序統計（order statisti
cal）に基づきフィルタリングされる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
【発明の実施の形態】
　本発明は、必要とされるロバストな代替手法を提供する。好ましい実施例において、本
発明は、（単純な）デインターレースアルゴリズムの組を使用する。デインターレースア
ルゴリズムの組は、アルゴリズムのうちの多くは特定の強み（例えばロバスト性）を有し
、他の多くのアルゴリズムは例えばエッジ保存の強さを有し、第３の多くのアルゴリズム
は例えば細部保存の強さを有するように選択される。これらのアルゴリズムはどれもすべ
ての側面において良好なわけではないが、これらの代替手法の間で選択を実施するメジア
ンフィルタの出力信号は良好である。これは単に多数が優勢となるからである。この新し
い設計において優れた点は、動きベクトルの信頼性が非常に低いとしても、動きベクトル
を適用してその性能を改善することができるということである。ベクトルが使用されてい
ない場合、上記の方法は、既知のすべての動き補償を用いない方法よりすぐれた性能を示
す。次世代のTrimediaは、このアルゴリズムを支援するように設計されるであろう。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　これまでは、結果は、動き補償のないデインターレース方法であるが、提案されたアル
ゴリズムは、例えば次式のような動き補償を容易に適用することができる。
【数１８】

ここで、
【数１９】

は動きベクトルである。動き補償されたサンプルは「脆弱な」デインターレースアルゴリ
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ズムの一部であるので、その結果がロバストである必要はない。言い換えると、メジアン
フィルタに入力される方法の多くがロバストであるので、動きベクトルが使用されていて
も結果はロバストなものになる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　上記で示した例を一般化する場合、提案されたデインターレースアルゴリズムは、図２
に示した異なるデインターレース方法からの複数の入力信号をもつ順序統計フィルタであ
る。図２は、本発明による方法の一般的なアーキテクチャを示している。順序統計フィル
タＯＳＦは、ｎ個の異なるデインターレース方法によって得られるｎ個の異なるデインタ
ーレースされた出力信号ＤＩＯ－１，ＤＩＯ－２，．．．，ＤＩＯ－ｎに基づく補間され
たラインＦｏを供給する。ｎ＞３の場合、デインターレース方法はすべて異なっている必
要はない。デインターレース方法のうちの多くは、第１の品質側面（例えばエッジ保存）
に関して強い。別の多くの方法は、第２の品質側面（例えば細部保存）に関して強い、と
いう具合である。順序統計フィルタが、全体の過半数に属する入力信号を選択するので、
結果として生じるデインターレースアルゴリズムは、入力されるアルゴリズムの強さを組
み合わせる。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　本発明の好ましい側面は、次のように要約することができる。デインターレース処理は
、インターレース処理されたビデオをプログレッシブ形式に変換するために必要とされる
プロセスである。高性能の動き補償を用いた方法と低コストの解決法を含む多くのアルゴ
リズムが文献から得られる。単純なデインターレースアルゴリズムの１組が使用されるこ
とが好ましい。そのようなデインターレースアルゴリズムの組は、アルゴリズムのうちの
多くがロバストであり、別の多くのアルゴリズムがエッジ保存の点で良好であり、第３の
多くのアルゴリズムが細部保存の点で強いような態様で選択される。これらのアルゴリズ
ムはどれもすべての側面において良好であるわけではないが、これらの代替手法の間で選
択を行うメジアンフィルタの出力信号は良好である。これは単に多数派が優勢となるから
である。この新しい設計において優れた点は、動きベクトルの信頼性が非常に低くても、
その性能を改善するために動きベクトルを適用することができることである。ベクトルが
使用されていない場合、この方法は、すべての既知の動き補償を用いない方法に優る性能
を示す。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　本発明の好ましい側面は、ビデオデータをデインターレースする方法及びこの方法を実
現する装置を提供する。このような方法及び装置は、補間された画素が、多数のＮ個のデ
インターレース処理回路のＮ個の出力信号をその入力部において使用する順序統計フィル
タにおいて計算され、これらのアルゴリズムのうちの各多数派がそれぞれの強みを共有し
、空間－時間的に隣接する単一の画素を補間される位置にコピーするようなデインターレ



(4) JP 2003-500944 A5 2010.11.4

ースアルゴリズムが多数派ではないことを特徴とする。
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